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01 2025年9月期2Q|サマリー

・2025年９月期第２四半期の当期純利益は増益で着地

・当期より本格導入した新商品の出荷件数は、計画を

上回って推移

第2四半期実績

今後の展望

・第３四半期以降、利益進捗が進み予算を達成する見込み

・業績の進捗に応じ、前年水準の配当を目指す

・第３四半期以降、自社商品を３商品テスト販売開始



通販会社に 
特化 消費者 

クライアント及び仕入先 

業務受託

漁業者 

事業シナジーを活かした事業の継続的な成⾧を実現 

直接
買付

豊富な通販ノウハウ

通信販売

メーカー 

通販支援事業
（高い販売力）

通販事業
(スーパーフード
アカモクの販売)

通販ノウハウを活かした
「自社商品」を開発・販売

通販ノウハウを提供

「受託商品」及び
「自社商品」を販売

消費者 

事業シナジー 

01 2025年9月期2Q｜ビジネスモデル

生産工場 

OEM商品
の仕入
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会社紹介
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02 会社紹介│会社概要

株式会社リプライオリティ
（福岡証券取引所 証券コード：242A）

会社名

＜福岡本社＞
福岡県福岡市博多区綱場町9-20  

⾧府博多ビジネスセンター3F

所在地

日本ウェルネス研究所株式会社子会社

1998年9月24日設立

217,808,000円資本金

443名（2025年3月末）社員数

代表取締役社⾧ 中山 伸之代表者

Ｄ２Ｃ事業、リテールメディア事業、通販事業事業内容

東京支社・福岡コールセンター・筑紫野コールセンター
久留米コールセンター・大阪コールセンター

営業拠点
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人々のライフスタイルを する
「人々のライフスタイルを変革する」 

私が1998年に起業した時に掲げた企業理念であり、 

当社の存在意義です。 

昨今は「不確実な時代」と言われており、様々な事象が 

流動的になっているからこそ、当社が培ってきた 

「創出力」が真価を発揮できると考えています。 

当社は新しい価値、そして新しい産業を創出し 

社会貢献をしていきたいと考えています。 

代表取締役社⾧  

中山 伸之 
Shinji Nakayama 

02 会社紹介│企業理念
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事業内容
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03 事業内容│D２C事業部の強み

高い販売力

約400名の営業部隊が

月間平均150万架電

徹底した品質管理
音声データをモニタリングし、法

令違反をしていないか/その場限り

の受注をしていないか/消費者が納

得して購入しているかをチェック、

指導を行い徹底した品質管理

知見・データの蓄積

クライアントを通販会社に

特化し知見、データを蓄積

3つの強みの相乗効果により
クライアント先の売上拡大に貢献
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03 事業内容│リテールメディア事業部の強み

小売店舗のスペースを活かした効果的なセールスプロモーション 

提携先の一例

© GeoNames, Microsoft, Zenrin
提供元: Bing

全国の小売店  店舗の 

スペースに設置可能 
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03 事業内容│リテールメディア事業部の強み－プロモーション事例－

クライアント（通販・求人誌）

初回プロモーション

Cエリア
(100部

Bエリア
(100部)

好反応エリアを特定

レスポンス状況に応じ
て戦略修正

Cエリア
(300部)

2回目以降プロモーション

回数を重ねる事で
プロモーション効率が上がって行く

Bエリア
（300部）

当社はプロモーションの手配・管理を実施

Aエリア
(100部)

好反応エリアに
設置個所を絞り
設置数を増加
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03 事業内容│通販事業部の強み

スーパーフードと呼ばれている「アカモク」を通信販売 

アカモクとは？

褐藻類の海藻の一種です。 

フコキサンチンが多く含まれており、 

脂肪を燃焼させる褐色脂肪細胞の働きを高め

ると言われています。栄養価が高く近年では

スーパーフードとして注目されています。 
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03 事業内容│通販事業部の強み

テレビ番組や新聞等のメディアで多数の紹介事例 その１ 

NHK番組で紹介

KBC(九州朝日放送)番組で紹介
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TBS(林修氏日曜日の初耳学)で紹介

日本テレビ(鉄腕DASH)で紹介



03 事業内容│通販事業部の強み

テレビ番組や新聞等のメディアで多数の紹介事例 その２ 

日刊工業新聞 記事抜粋  
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福井新聞 記事抜粋  日本経済新聞新聞 記事抜粋  



03 事業内容│通販事業部の強み

アカモクは他の海藻と比較して、栄養素が高い傾向にあります。

※ナチュラルキラー細胞の活性度
出典：日本補完代替医療学会誌 Vol.9, No.2（2012）
人数 18名（男性7名・女性11名）/年齢 69±7歳/摂取期間 8週間

29.4
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免疫力が平均よりも低い人 通常の全体平均

0週 8週
免疫力の活性度合い（％）

もずくワカメアカモク100gあたり

4kcal16kcal19kcalエネルギー

1.4g3.6g5.5g食物繊維

90mg610mg550mgナトリウム

2mg730mg1,165mgカリウム

22mg100mg107mgカルシウム

12mg110mg91mgマグネシウム

0.7mg0.7mg1.6mg鉄

200mg100mg380mgフコキサンチン

25g8g26gフコイダン

出典：日本調理科学会誌38巻72-76ページ
文部科学省食品成分データベース

主な褐藻類の栄養成分比較 フコイダン摂取による免疫力の向上

その中でも「フコキサンチン」「フコイダン」は様々な研究が実施されており、

その効果に期待が集まっています。
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03 事業内容│通販事業部の強み

特定の漁業者から仕入を行うことで、高品質のアカモク等の原料を継続的に使用可能

卸売市場を介さ
ない直接買付

通販支援事業で培ったノウハウを
活かし希少性の高いアカモクを

一気通貫で消費者へ届ける
（2024年9月期）

通販事業部漁業者

アカモクを収穫

10年を超える
関係性

アカモク販売量

233トン 
 

アカモク販売額

664百万円

消費者

通販支援事業で培ったノウハウを存分に活かした販売を実施

アカモクは、予備校講師でTVタレントの林修氏が“毎日食べている食品”として紹介す
るなど、いま注目度が増している
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2025年９月期 第２四半期

決算概要
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04 決算概要│サマリー 2025年9月期 2Q

i

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当期純
利益

売上高 1,335百万円

135百万円

(前年同期比96％)

売上
総利益

営業
利益

経常
利益

１ 株 当 た り
配当金
( 予想 )

702百万円

(前年同期比106％)

(前年同期比97％)

146百万円

(前年同期比96％)

101百万円

(前年同期比101％)
34.0円
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04 決算概要│連結損益計算書

i

進捗率2025年9月期
（予算）増減2025年9月期2Q

（実績）
2024年9月期2Q

（実績）

47％2,856△501,3351,385売上高

49％1,423＋39702663売上総利益

45％300△5135140営業利益

48％300△7146153経常利益

51％199+210199当期純利益

原価低減施策により原価率が低下し、売上総利益が増加した一方、

販売費一般管理の増加により、営業利益及び経常利益は減益となった。
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04 決算概要│連結キャッシュ・フロー 前年同期比較

i

増減2025年9月期2Q
（実績）

2024年9月期2Q
（実績）

△496100営業活動による
キャッシュ・フロー

10△1投資活動による
キャッシュ・フロー

△37△65△28財務活動による
キャッシュ・フロー

5411,298757現金及び現金同等物の
期末残高

法人税等の支払額が30百万円増加したものの、売上債権が15百万円・棚卸

資産が12百万円減少したことで前年並みの営業キャッシュ・フローを維持
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i

04 決算概要│損益予算進捗率

通 期 業 績 予 測

売上高 2,856百万円

営業利益 300百万円

経常利益 300百万円

当期純利益 199百万円

1,335

135

146

101

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2025年９月期２Q進捗状況

（前年同期48％）

進 捗 率 4 7 ％

進 捗 率 4 5 ％

進 捗 率 4 8 ％

進 捗 率 5 1 ％

第２四半期終了時点の業績は計画に沿った水準で推移、例年、上期に広

告投資を集中させるため、上期の進捗率は40％台で推移する傾向。

第3四半期以降、収益力の強化及びコスト管理により予算達成に向け着

実な事業運営を推進
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（前年同期51％）

（前年同期44％）

（前年同期47％）



04 決算概要│貸借対照表

i

固定資産65

流動負債427

固定負債80

純 資 産 1 , 1 4 1

流 動 資 産 1 , 5 8 3
( 内 現 預 金 1 , 2 9 8 )

自己資本比率は、69.2％と健全な財務基盤を保持
潤沢な現預金は、将来的にM＆A、採用、新規商品開発に投資予定
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04 決算概要│D２C事業部 業績(四半期推移)
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前期の後半から紅麹問題の影響もあり、一時的に売上高が減少したものの、取引

先ポートフォリオの組替を行い現在は回復基調

原価低減施策を実行し、売上高が減少する状況でも利益を確保
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04 決算概要│通信販売事業

売上高は概ね計画通りに進捗、定期顧客数は適正水準で推移
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株 価 指 標
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05 株価指標│ROE・PER・DOE

R O E

P E R
東証Gサービス業平均

（2025/3/31時点）

25倍 ＞ 6倍

当社(2025/3/31時点)

10.08％ ＜ 25.94％

東証Gサービス業平均
（2024年3月期）

当社実績
（2024年9月期）

3月末時点のPERは、6倍と東証グロース市場サービス業株平均25倍を大きく下回る状態

2024年9月期のROEは25.94%と、東証グロース市場サービス業平均15.12%と比較しても

高収益体質、配当金は業界水準以上を目指す

D O E
( 純 資 産 配 当 率 )

東証Gサービス業平均
（2024年3月期）

当社実績
（2024年9月期）

2.7％ ＜ 5.6％(記念配当20円込)

25
※PERは、株価(3/31時点)／予想一株当たり利益で計算しております。



05 株価指標│サービス業のうち時価総額が同水準企業との比較

上場サービス業のうち、当社と時価総額が同水準（12億程度）の企業と比較しても、自己

資本比率・ROE・配当利回り等の指標は高水準である一方で、PERは低位の状況にある。

26

B 社A 社当 社

24倍11倍6倍PER(倍)

1.62倍0.94倍1.14倍PBR(倍)

－1.1%3.0%配当利回り

45.2%48.4%66.2%自己資本比率

2.41%10.0%25.9%ROE(％)

※数値情報はYahoo!ファイナンスより転載

※PBR・自己資本比率・ROEは直近通期決算の実績に基づいて算出したものです。



成 ⾧ 戦 略
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06 成⾧戦略│概要

売れる新商品の企画・開発

販売データの継続的な蓄積

事業の安定成⾧を目指す
健康食品, 
82.70%

化粧品, 
11.30%

育毛剤, 
4.60%

その他, 
1.40%

月間架電数
約150万コール

分類：ダイエットサプリA
平均単価：￥11,151-
レスポンス率：0.80％

分類：ダイエットサプリB
平均単価：￥21,784-
レスポンス率：0.63％

分類：化粧品C
平均単価：￥7,880-
レスポンス率：1.69％

「何がいくらでどれだけ売
れるか」をデータで蓄積

データを基に売れる商品を
企画・開発。ドラックスト
アやコンビニのPB戦略をベ
ンチマーク

現在は通販会社からの受託
販売が中心、今後は商品開
発を事業ポートフォリオに
組入れポジショニングを

川下から川上へ

400名のｺﾐｭﾆｹｰﾀｰによる
月間150万コール
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06 成⾧戦略│概要-ドラッグストアのPB戦略をベンチマーク

i

NB商品

POSデータを分析

売れる商品の企画・開発

何がいくらでどれだけ売れるか

価格・利益・パッケージデザイン等

PB商品

29



06 成⾧戦略│概要-コンビニエンスストアのPB戦略をベンチマーク

圧倒的な販売力

開発した新商品・サービスを全国数万店舗で一気に展開

© GeoNames, Microsoft, Zenrin
提供元: Bing

N

B

商

品

を

販

売

全

国

で

店

舗

展

開

30
コンビニエンスストアのPB戦略をベンチマークとした川上戦略を実行



06 成⾧戦略│D2C事業部

i

2023年9月期より自社商品(しじみのめざめ)のテスト販売を開始し、2025年9月期よ

り本格導入、通期売上高で前年比51％増の59百万円を目指す。第２四半期累計の

出荷数は、計画比109％となり、順調な進捗状況

25/9月期
(計画)

24/9月期
(テスト)

23/9月期
(テスト)

59,99839,74718,701売上高

28,62718,851244営業利益

しじみのめざめ販売実績及び計画

しじみのめざめ進捗状況

進捗率実績計画

109％8,955件8,200件出荷数

31

2025年3月31日時点



06 成⾧戦略│通信販売事業

産学連携による、アカモクの可能性を追求、認知の拡大、新製品の開発、養殖の

可能性を研究

産学連携によるアカモクの可能性を研究

顧問契約

宮下和夫教授
プロフィール

北海道大学大学院 水産化
学研究院 名誉教授

DHA・EPA・フコイダン・
フコキサンチンに関する研

究の世界的権威
多数の研究論文・著作物を

発表

＜主な受賞歴＞
アメリカ油化学会から

Kaufman Memorial Lecture 
Awardを受賞

日本水産学会水産学進歩賞
日本油化学会賞など多数受

賞

＜委員歴＞
国際機能性食品学会・日本
油化学会・米国油化学会・

日本学術会議 等多数

2023年10月に北海道大学名誉教授 宮下和夫氏と顧問契約、アカモク研究・論文発表等による
アカモクの認知度向上、アカモクを原料とした製品化、養殖の可能性等を研究

全国に群生するアカモクを有効活用することで、第一次産業・地方創成・食料危機対策に繋げる

32



F A Q
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07 FAQ│投資家さまより頂くよくある質疑への応答

１．今期の配当方針はどのように考えていますか？

34

計画では34円と発表しておりますが、今後の業績進捗を鑑みて前期並みの配当を行いたいと考えていま

す。業績が向上すれば増配も考えています。

２．潤沢な現預金を保有していますが、今後の投資方針を教えてほしい

今後は、M＆A等への投資を行い、潤沢な現預金を有効活用し事業成⾧を加速させていく目論見です。

３．今後M＆Aを実行するとしたら、どのような企業をターゲットとしていますか？
良い商品、サービスを持っていても、販売力がない、資金力がない等の企業が非常に多いと考えてい

ます。その様な企業と当社の強みである販売力が事業シナジーを創出する可能性が高いM＆Aや業務提

携を実施して行きたいと考えております。

４．今後の東証上場へのロードマップを教えてほしい

早期の東証上場に向けて、時価総額の基準を満たすよう企業価値の向上に取り組んでまいります。

５．アカモクの販路拡大の取組みについて知りたい

TVタレントを起用した、食レポ番組型CMを制作し認知拡大施策を行っております。また、供給力を確

保するため養殖の可能性を摸索してまいります。


